
画
昭
和
同
年
度’

第
1
回
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
会

g

新
陣
容
で
発
足

昭
和
同
年
U
月
幻
自
／
臼
時
半
j

却
時
半
／
於
・

私
学
会
館

(4) 1980年1月25日

【
出
席
者】
中
嶋
嶺
雄 、
広
野
良士口 、

＝一
輪
公
忠 、
横
居
洋
三 、
山
代田園
希 、

阿
部
美
哉 、
小
倉
充
夫 、
岡
野
行
秀 、

光
田
明
正
（
敬
称
略）

’
〈〉

ま
ず
は
℃
め
に 、
飯
田
館
長
よ
り

開

会
の
挨
拶
が
行
わ
れ 、
議
事
に
入
っ

た 。
委
員
の
任
期
は
す
で
に
6
月
末
で

満
了
の
と
こ
ろ ］
事
情
で
今
日
ま
で
延

び
て
い
た
が 、
前
委
員
長
川
回
侃
上
智

大
教
授 、
前
副
委
員
長
中
嶋
嶺
雄
東
京

外
語
大
教
授 、
広
野
良
吉
成
路
大
教
授

の
意
見
を
参
照
し
て 、
再
任
な
ら
び
に

新
任
を
お
願
い
す
る
先
生
方
を
選
び 、

こ
れ
ら
の
方
々
か
ら
の
承
認
も
得
ら
れ

た
の
で 、
今
回
の
委
員
会
の
開
催
に
歪

っ
た
こ
と
が
館
長
よ
り

述
べ
ら
れ 、
当

委
員
会
内
規
に
も
と
づ
き 、
中
嶋
嶺
藤

氏
に
委
員
長
を
お
願
い
し
た
い
と
の
提

案
が
な
さ
れ 、
全
員一
致
で
中
嶋
氏
が

選
出
さ
れ
た 。

次
に 、
中
嶋
委
員
長
は 、
副
委
員
長

に
広
野
良
昔 、
三
輪
公
忠
両
氏
を
指
名

さ
れ 、
両
氏
の
了
承
の
上 、
一
同
の
賛

成
を
得
て
承
認
さ
れ
た 。

つ
づ
い
て 、
当
面
の
課
題
で
あ
る
第

7
回
国
際
学
生
セ
ミ
ナ
ー

の
企
画
に
つ

い
て
の
協
議
に
移
っ

た 。
前
年
度
委
員

会
が
討
議
の
上 、
新
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー

の
副
題
と
し
て
申
し
送
ら
れ
た
「
日
本

と
朝
鮮
半
島
と
の
文
化
接
触」
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
た
結
果 、
現
下
の
政

治
状
況
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
は
か

な
り
困
難
で
は
な
い
か
と
の
慎
重
意
見

が
強
く 、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

な
っ

た 。
し
か
し
「
文
化
接
触
と
日

No. 65 セミナー・ハウス

本」
を
主
題
に
今
後
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は 、
従
来

の
総
合
的
テ
1

7
よ
り

む
し
ろ
特
定
の

地
域
を
対
象
に
し
た
研
究
を
主
限
に
す

べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
前
年
度
委
員
会
の

提
案
を
受
け
つ
ぎ 、
今
年
度
は
ア
ジ

ア
・

大
平
洋
地
域
を
取
り

上
げ 、
副
題

を
「
相
互
依
存
の
な
か
で」
と
決
定

し 、
運
営
に
は
中
嶋 、
三
輪 、
小
倉 、

岡
野 、
山
代
の
諸
氏
が
当
た
る
こ
と
に

な
っ

た 。
な
お 、
次
年
度
で
は
欧
米
を

取
り

上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た 。

【
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員】

（
就
任
順 、
叩
音
順 、’
O
印
は
新
任）

第
2
・

第
3
回

V
第
2
回

昭
和
則昨
年
日
月
5
日

四
時
J

却
時
半
／
於
・

私
学
会
館

【
出
席
者】
岡
宏
子 、
野
田
春
彦 、
山

岸
健 、
黒
田
道
雄 、
友
部
直 、
板
垣
雄

三 、
熊
坂
敦
子 、
小
池
滋 、
高
須
裕
三 、

阿
久
津
喜
弘 、
馬
場
伸
也
（
敬
称
略）

〈V

は
じ
め
に 、
第
胤
回
の
実
施
報
告
及

び
第
m
l

m
回
の
準
備
経
過
報
告
が 、

｝
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
運
営
委
員
と
企
画
室

ず
り

行
わ
れ 、
つ
づ
い
て
今
回
の
主
要

た
議
事
で
あ
る
次
年
度
の
年
間
計
画
に

会
い
て
の
討
議
に
入
っ

た 。
飯
田
館
長

ょ
一
以
下
の
方
針
が
説
明
さ
れ 、
了
承

さ
れ
た 。

＠
大
学
共
同
セ
ミ
ナ
ー

は一
五
年
に

一且
り
一
期
の
役
割
を一
応
果
た
し
た
と

い
つ
で
よ
く 、
今
後
は
回
数
に
と
ら
わ

れ
え
と
と
な
く 、
内
容
を
綿
密
に
吟
味

b
棲
国
医MW

中
嶋

嶺
雄

東
京
外
国証聞
大
教
授

〈
副
委
員
長
〉

広
野

良
吉

成
践
大
教
授

三
輪

公
忠

上
智
大
教
授

〈
委
員
〉

阿
部

美
哉

金
山

宣
夫

鈴
木

孝
夫

平
野
健一
郎

山
代

昌
希

横
田

洋
三

岡
野

行
秀

小
倉

充
夫

菊
地

靖

熊
田

禎
宣

小
宮
山

猛

光
田

明
正

日
本
学
術
振
興
会
人
事

交
流
課
長

東
和
大
教
授

慶
応
義
塾
大
教
授

東
京
大
助
教
授

早
稲
田
大
外
事
課
長

国
際
基
督
教
大
教
授

東
京
大
教
授

津
田
塾
大
助
教
授

早
稲
田
大
教
授

東
京
工
業
大
教
授

国
際
交
流
基
金
受
入－
課

長文
部
省
留
学
生
課
長

し 、
高
め
て
い
き
た
い 。
従
来
の
規
模

の
共
同
セ
ミ
ナ
ー

は
年
間
5
回
を
メ
ド

に
し
た
い 。

②
大
学
院
共
同
セ
ミ
ナ
ー

は
こ
国
連

続
の
形
を
当
分
つ
づ
け 、
特
色
あ
る
内

容
に
育
て
た
い 。

③
共
同
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
派
生
し
た
八

大
学
合
同
セ
ミ
ナ
ー

の
よ
う
に 、
有
志

教
授
に
よ
る
専
攻
学
科
が
同
じ

数
大
学

の
合
同
セ
ミ
ナ
ー

を
国
公
私
の
大
学
社

会
の
中
に
積
極
的
に
育
て
た
い 。

次
に 、
次
年
度
上
半
期
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー

の
企
画
を
め
ぐ
っ
て 、
種
h
の
意

見
交
換
が
な
さ
れ 、
第
削
回
は
前
回
の

委
員
会
で
取
上
げ
ら
れ
懸
案
と
な
っ
て

い
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題」
を
具
体
化

す
る
こ
と 、
第
山
田
は
学
生
か
ら
要
望

の
強
い
芸
術
セ
ミ
ナ
ー
と
す
る
こ
と 、

に
決
定
し
た 。
な
お 、
来
年
は
当
セ
ミ

ナ
I
・

ハ
ウ
ス
が
開
館
十
五
周
年
を
迎

え
る
の
で 、
十
分
時
聞
を
か
け
て
記
念

セ
ミ
ナ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
を
練
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た 。

引
き
つ
づ
い
て 、
現
行
の
「
共
同
セ

ミ
ナ
ー

委
員
会
内
規」
を
実
際
の
運
用

に
照
ら
し 、
同
時
に 、
「
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
委
員
会
内
規」
（
臼
年
7
月
施
行）

に
も
歩
調
を
合
わ
せ
次
の
よ
う
に
修
正

し
た
い
旨
の
提
案
理
由
が
岡
山
専
務
理

事
か
ら
な
さ
れ 、
承
認
さ
れ
た 。

一

第
四
条
2
「
委
員
長
は
前
期
正
副
委

貰
長
と
協
議
の
上 、
館
長
が
委
嘱
す

ぢ。
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る 。
た
だ

τ
再
任
を
妨
げ
な
い」 。

一
第
五
条
「
委
員
会
は
副
委
員
長
二
名

守
お
く 。
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る 。

た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い」 。

一
最
後
に 、
今
年
度
に
な
っ
て
顕
著
に

・立
っ

た
共
同
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
人
員
の

減
少
に
つ
い
て 、
そ
の
原
因
の
分
析
と

対
策
の
必
要
性
が
企
画
室
よ
り

提
言
さ

れ 、
種
々
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

が 、
そ
の
主
な
も
の
は
大
要
次
の
よ
う

で
あ
る 。

①
学
生
の
意
識
や
気
質
が
変
わ
っ
て
い

る
が 、
そ
の
捉
え
方
が
十
分
か 。

②
テ
l

マ
の
選
定
に
問
題
は
な
い
か 。

③
学
内
P
R
方
法
の
再
検
討
の
必
要 。

④
学
生
と
の
ジ
ェ

ネ
レ
l

シ
ョ

ン
・
ギ

ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め 、
若
い
世
代

の
委
員
の
参
加
が
望
ま
し
い 。

V
第
3
回

昭
和
白
年
U
月
間
日

四
時
J

却
時
半
／
於
・

私
学
会
館

【
出
席
者】
岡
宏
子一
野
田
春
彦 、
里山

田
道
雄 、
佐
竹
寛 、
阿
久
津
嘉
弘 、
友

部
直
（
敬
称
略）
。

今
回
は 、
次
年
度
に
当
セ
ミ
ナ
ー
－

ハ
ウ
ス
が
迎
え
る
開
館
十
五
周
年
を
記

念
す
る
共
同
セ
ミ
ナ
ー

の
企
画
に
つ

き 、
委
員
会
の
承
認
を
求
め
る
た
め
に

ハ
3
ペ
ー

ジ
よ
り
つ
づ
く
υ

生
部
厚
生－
課
長

平
井
敏
夫
V
立
教
大

学
学
生
部
学
生
厚
生
課

川
上士口
彦
V

武
蔵
工
業
大
学
教
務
部
学
生
課
長

小

檎
山
勇
雄

同
課

市
川
康
V
明
治
学

院
大
学
学
生
部
学
生
課
主
任

内
藤
美

枝
子

総
務
部
総
務
課
長

今
野
清
文

V
順
天
堂
大
学
学
生
課

内
村
暁
V
武

蔵
大
学
学
生
部
学
生
生
活
課
長

大
沢

勝
V
東
京
理
科
大
学
庶
務
課

滞
沢
光

夫
V
東
洋
大
学
学
生
部
学
生
課

橋
本

光
五
郎
V
専
修
大
学
学
生
厚
生
部
学
生

一
生
活
課
次
長

村
田
正
敏
V
大
妻
女
子

大
学
学
生
部
長

緒
方
真
也
V
聖
心
女

子
大
学
教
職
渉
外
課
長

川
島
茂
蔵
V

神
奈
川
大
学
学
務
課
長

成
田
秀
之

学
生
課

川
端
輝
夫
V
東
海
大
学
教
務

部
事
務
室
次
長

大
本
雄一
V
駒
沢
大

学
総
務
部
法
人
課
係
長

竹
内
正
允
V

東
京
薬
科
大
学
学
生
課
長

佐
々
木
孝

V
相
模
女
子
大
学
学
生
課
長

片
野
孝

治

同
課
主
事
補

落
合
明

葱
き
ょ

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

－

野
田
副
委
員
長
よ
り 、

前
回
の
委
員

苔
の
決
定
に
基
づ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題

を
テ
I

マ
に
し
た
第
問
回
共
同
セ
ミ
ナ

ー
（
会
期
H

昭
和
田
年
5
月
ω
日
J
6

月
1
日）
の
企
画
を
進
め
て
い
た
が 、

幸
い
に
も
横
浜
国
立
大
教
授
太
田
時
男

氏
の
ど
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き 、
具

体
化
の
見
通
し
が
つ
い
た 。
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
は
八
0
年
代
に
人
類
が
直
面
す

る
最
大
の
課
題
で
あ
り 、

極
め
て
時
宜

に
か
な
っ

た
テ
1

マ
で
あ
る
の
で 、
こ

れ
を
開
館
十
五
周
年
記
念
の
一
つ
と
し

て
実
施
し
て
は
ど
う
か 、
と
の
提
案
が

な
さ
れ 、
全
員
の
賛
成
を
得
て
承
認
さ

れ
た 。
併
せ
て 、
セ
ミ
ナ
ー

終
了
日
の

翌
日
に 、
都
内
の
会
場
で
記
念
大
誘
演

会
を
計
画
し
た
い
と
の
館
長
提
案
が
あ

ハ
次
ベ
1

ジ
5
段
目
へ
つ
づ
く
）
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